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第２章 授業力の向上を目指して

「授業力」とはどのような力でしょうか。生徒にとって分かりやす

い授業ができる力，生徒の興味・関心を喚起し学習意欲を高めさせる

授業ができる力，などいろいろあります。教師はだれもが「授業力」

を向上させたいと思っています。

皆さんが「授業力」を向上させるために，先輩や同僚の授業を参観

し，授業の基礎技術を学び，教材・教具を工夫してください。そして

生徒の学習活動を観察しながら，日々の授業を振り返り，改善するた

めの方策を常に考えてみてください。

Ａ 計画と方法………………………………… ８～２０

Ｂ 学習意欲のもたせ方………………………２１～２７

Ｃ コンピュータの活用………………………２８～３０

Ｄ 自己研修……………………………………３１～３４
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Ａ－１ 教科書の例題や練習問題は，どのように指導すればよいか。

例題は，様々な事象を数学の対象として

とらえる力を養い，数学的な見方や考え方

を培うことのできる重要な問題である。そ

こには，数学における基本的な概念や原理

・法則の理解を助ける目的がある。また，

練習問題には，その理解を深め定着を図る

などの目的がある。それぞれの目的を考慮

し，すべての生徒が十分理解できるように

指導したい。

１ 例題について

(1) 例題の位置付け

例題をどのように位置付けるかによっ

て，その指導法は異なるものである。位

置付けに応じた指導法を考えよう。

① 公式や定理を導入する場合は，公式

や定理の背景や意義，そして，なによ

りも公式とすることのよさが理解でき

るように指導したい。

② 公式や定理の使い方を例示したり説

明したりする場合は，公式や定理の適

切な使い方が理解できるように，その

意味を確認させながら指導したい。

③ 複数の公式や定理を組み合わせた総

合問題により，問題解決のための手だ

てや着眼点を示す場合は，公式や定理

をどのように適用したかが理解できる

ように，公式の適用に至るまでの考え

方を示すなどして指導したい。

(2) 例題の工夫

① 対象生徒に適したものに変更する。

例えば，文字を数字に変えたり，逆に

数字を文字に変えたりするのもよい。

② 同じ内容のものでも小問に分けた

り，小問をカットしたりする。

③ 教具やコンピュータなどを活用し

て，理解しやすいように工夫する。

④ 易しい例題や難しい例題，実験的操

作によって一般化が類推できるような

例題を組み合わせ，授業や単元全体の

指導計画に変化を付ける。

２ 練習問題について

(1) 練習問題の位置付け

例題と同様，練習問題の位置付けによ

る指導法を考えよう。

① 練習問題が例題の意図を受けて設け

られている場合は，公式や定理の内容

が理解でき，そのよさが認識できるよ

うに指導したい。

② 解法の習熟を図る，または理解度を

生徒自身で確認する場合は，演習の時

間を十分に確保するようにしたい。

③ 数学的な原理や関係などに気付かせ

たい場合は，生徒の力で発見できるよ

うに，実験の機会を与えたり，発問を

工夫したい。

④ 要点をまとめる場合は，板書を工夫

し，ポイントを明示するようにしたい。

(2) 練習問題を扱うときの留意点

① 練習問題を指導する中で生徒からで

てきた別解や誤答などは，新たな教材

として全体に指導し，生徒の様々な考

え方を生かすようにしたい。

② 授業で練習問題の演習を行う場合

は，解答する時間を十分に確保し，机

間指導の時間にするとよい。解答が終

了した生徒には，自らの考え方を振り

返させたり，問題を発展的に考えさせ

たりするなど，授業時間を有効に活用

したい。

③ 練習問題を宿題とする場合は，該当

範囲を明確にし，次時にチェックして，

生徒･教師両者の評価として活用したい。

＜Ａ 計画と方法＞
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Ａ－２ どうしたら板書がうまくできるか。

板書は，生徒が学習内容を理解するため

の補助手段というだけではなく，教師の思

いを表現する手段でもある。授業で指導す

る例題や問題をうまく選んだとしても，板

書の仕方によっては教師の思いが伝わらな

いばかりか，生徒の自由な発想を妨げるお

それもある。板書の内容が整理されている

かを，先輩教師の板書を参考にしながら常

に反省し，いろいろ工夫していこう。

１ 板書は計画的にしよう

板書は，生徒の実態を把握して計画的に

表示されるものでなければ，その教育効果

は半減してしまう。計画性のある板書が生

きた板書である。

・ 黒板は大きく三つ程度に分割する。

・ 学習内容のポイントは必ず残す。

・ 重要事項は明示する。

・ 視覚に訴えて，生徒が考えたり理解

したりできるようにする。

板書自体は授業の目標ではないが，よい

授業はよい板書を残す。併せて，生徒の授

業ノートを見ることも行いたい。生徒の授

業の理解度についての把握はもちろんのこ

と，教師自身の板書の欠点，授業の欠点が

見えるものである。

２ 板書の仕方についての注意事項

(1) 板書の設計

一つずつにまとまりがあり，見やすく，

「まとめ」の時間に１時間分の内容が見

渡せるようにしよう。

また，板書の内容は生徒のノートの中

心になることを忘れないようにしたい。

生徒は，板書の内容をそのまま書き写す

場合が大半である。そのため，重要事項

をどのような形で表示するかは，板書の

設計では大切である。枠で囲むなど，様

々に工夫したい。

(2) 書く位置

生徒の黒板の見え方に考慮して，左右

及び下部は少し空ける。特に左端は黒板

が光って見えて，板書が見えにくいので，

注意しよう。

(3) 文字

文字は丁寧に書こう。文字の大きさに

も配慮しよう。指数・添字は，見やすく

するために，大きめに書くようにしたい。

(4) 板書の姿勢・速さ・量

生徒の学習活動を視野に入れながらの

板書を心掛け，長時間黒板に向き過ぎる

ことのないようにしよう。説明の際には

板書しながらでは効果的とは言えない。

併せて，教師の身体で板書を隠すことの

ないように立ち位置にも注意しよう。ま

た，生徒の能力に合わせたスピードと無

理なく書ける量に配慮しよう。

(5) 板書で使用する語句

生徒は無意識にまねをすることが多い

ものである。「よって」などの接続語，

記号，番号は正しく使おう。

(6) チョークの色

基本は白色で，必要に応じて黄色・蛍

光色を使用する。赤色や青色の文字は見

づらいことに注意したい。

(7) ノートを取る時間の確保

この時間の確保は大切である。生徒に

とって，板書を書き写すのは時間がかか

るものである。強調したい事柄は，ノー

トを取る時間を十分にとってから，説明

を聞かせるように指導したい。

また，この時間を利用して生徒の様子

を見るのも生徒を理解する有効な手段で

ある。

＜Ａ 計画と方法＞
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(8) 板書の確認

机間指導の際に，黒板に書かれた字の

大きさが適切か，文がゆがんで書かれて

いないか，チョークの色が有効に使われ

ているかなどを確認しよう。

３ 生徒に板書をさせるとき

問題の解答などを生徒に板書させると

き，生徒は「間違えたくない」と思ってい

る。できる限りその気持ちにこたえたいが，

そうもいかない場合もある。そこで，学習

につまずいたり，試行錯誤したりすること

が自然に受け入れられる雰囲気づくりを日

ごろから心掛けたい。

生徒の板書は時間がかかるので，時間節

約のため，板書させる生徒を前もって指名

しておくのも一つの方法である。ただし，

このような方法ばかりでは，指名された生

徒だけが予習をしてくるような状況になり

がちである。ときには，授業時に指名を行

うようにすることも必要である。

生徒に板書させるときの留意点

・ チョークは白色を使用させる。

・ 書くスペースを考慮し，書く場所

を指定する。

・ 背面黒板はできるだけ使わない。

・ 生徒の誤答を利用する。間違えた

生徒の気持ちを配慮しつつ，誤りの

部分をすぐ消さずに，生徒が正しく

理解するために生かす。

・ 生徒自身に自分の解答を説明させ

る。

４ 授業は環境づくりから

教室が汚れていたり，黒板に，前の授業

の板書が残っているようではよくない。最

初に適切な指導をしておくことが肝心であ

る。教室の環境づくりは，ホームルーム担

任と教科担任が連携を密にして行うように

したい。生徒には，よい環境で勉強させた

いものである。

＜ 教師の立ち位置と板書での注意点 ＞

板書が教師の身体で隠れることのないように，立ち位置は常に注意をする必要がある。

また，指示棒などを用いると，板書の位置との距離も取りやすく，教師の身体で板書を

隠すこともない。また，生徒にとっても教師が説明している板書の位置も分かりやすく，

より授業に集中できる。

黒 黒

板 板

の の

左 右

端 端

を を

空 空

け け

る る

黒板の下部を空ける

＜Ａ 計画と方法＞



- 11 -

＜実際の板書の例 （数学Ⅰ：２次不等式）＞

① ２次不等式の解法の説明

② 問題演習（生徒を指名し，黒板に解答を書かせる）

③ 生徒の解答の答え合わせと解説

＜Ａ 計画と方法＞


